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森林組合だより森林組合だより森林組合だより
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森
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だ
よ
り

　令
和
八
年
三
月
三
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一
日
発
行
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刷
・
㈾
由
利
印
刷

（令和８年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

樹　種

ス

　
　ギ

1月8日 2月3日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月3日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：県内外の業者の参加によって全量落札。価格も16～22cm、24～34cmともに15,800円/㎥と前回と変わらず強含みの
　　　展開となった。新年に入っても、原木不足の状況は変わらず続きそう。
２月：県外勢を含む常連組の参加となった。価格は、全径級で弱含みとなり16～22cmで15,000円/㎥、24～34cmで14,000円/㎥
　　　前後での取引となった。
３月：県外勢を含む常連組の参加で、全量落札となった。引き合いはあるものの、価格は弱含みとなっている。16～22cm
　　　で13,400/㎥、24～28cmで14,000円/㎥前後で大型工場が量をまとめた。
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1,023㎥(3,682石)・1,023㎥(3,682石)・100% 590㎥(2,124石)・590㎥(2,124石)・100% 543㎥(1,954石)・543㎥(1,954石)・100%

第３１回 造林コンクール受賞林分第３１回 造林コンクール受賞林分

最優秀賞 収穫間伐の部
九十九人持山代表

村上 与一 氏

優秀賞 収穫間伐の部
大須郷自治会長

須藤 恒 氏

優良賞 収穫間伐の部
小野 克子 氏

入賞 収穫間伐の部
丸山 眞 氏

入賞 保育間伐の部
篠田 秀夫 氏

入賞 枝打ちの部
畠山 清昭 氏

入賞 枝打ちの部
栗田 美草子 氏
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情 報 コ ー ナ ー

　令和８年３月３０日（月）任期満了による本組合役員選挙が執行され、理事２０名、監事３名が決定

しました。

　今回の選挙では、理事第１区が４名の定数に対し６名の立候補、理事第３区が２名の定数に対し３名

の立候補となり３月１０日（火）に投票を行いました。

　それ以外の選挙区の理事及び監事は無投票による当選となっております。任期は３月３１日（火）か

ら３年間となります。新役員は下記の通りです。

本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！
本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！

○理事当選者（届出順）

［第２選挙区（西目・仁賀保地区）］（定数３名）

１．齋藤惣一郎（再任）にかほ市象潟町横岡

２．鈴木　敏規（再任）にかほ市樋目野

３．佐藤　　勉（再任）にかほ市小国

［第４選挙区（岩城地区）］（定数２名）

１．今野　真人（新任） 秋田市山王

２．伊藤　修二（再任） 由利本荘市岩城滝俣

［第５選挙区（由利地区）］（定数２名）

１．熊谷　典夫（再任）由利本荘市東鮎川

２．佐々木法夫（再任）由利本荘市五十土

［第６選挙区（鳥海地区）］（定数２名）

１．佐藤　　衛（再任）由利本荘市鳥海町栗沢

２．鈴木　　充（再任）由利本荘市鳥海町上笹子

［第７選挙区（東由利地区）］（定数２名）

１．浅田　照信（再任）由利本荘市東由利宿

２．小松　佳和（再任）由利本荘市東由利田代

［第８選挙区（大内地区）］（定数３名）

１．小笠原俊彦（再任）由利本荘市大倉沢

２．小松　幸夫（再任）由利本荘市小栗山

３．武田　清光（再任）由利本荘市中帳

○監事当選者（届出順）

［全地区］（定数：３名）

１．佐藤　憲一（再任）由利本荘市矢島町七日町

２．谷野　茂樹（新任）由利本荘市西目町西目

３．村上佐左衛門（再任）由利本荘市鳥海町才ノ神

○理事当選者（得票順）

［第１選挙区（本荘地区）］（定数４名）

当選　99票　田口　　基（再任）由利本荘市赤田
当選　40票　板垣　正昭（再任）由利本荘市一番堰
当選　33票　三浦　　功（再任）由利本荘市川口
当選　20票　小松　義博（新任）由利本荘市裏尾崎町

次点　15票　合同会社秋田林業　猪股　奨大
由利本荘市内越

次点　11票　佐藤　健一　由利本荘市薬師堂

・総選挙有権者数…1,028人
・得票総数…219票
・無効投票…1票
・投票率…21.3％

［第３選挙区（矢島地区）］（定数２名）

当選　175.9票　佐藤　俊二（新任）
由利本荘市矢島町立石

当選　  19.1票　佐藤　勝榮（再任）
由利本荘市矢島町田中町

次点　    13票　小番　　勲
由利本荘市矢島町立石

・総選挙有権者数…463人
・得票総数…209票
・無効投票…1票
・投票率…45.1％

※立候補者が定数を超えず、無投票で決定した

　当選者は以下の通りです。

※立候補者が定数を超えたため、投票により決定した

当選者は以下の通りです。

脱炭素社会への第一歩「カーボンニュートラル」とは

　カーボンニュートラルとは、地球温暖化の原因になっ
ているあらゆる温室効果ガス（二酸化炭素が最も多く、
他に一酸化二窒素、メタンやフロンガスなどの物質も含
まれます）の排出量と、削減・吸収量を均衡させ、実質
的な排出量をゼロにすることです。具体的には、

排出量ー（削減量＋吸収量）＝０
という考え方です。
　化石燃料燃焼などで避けられない排出分は、植林や森
林管理、CO2 回収・貯留（CCS:Carbon dioxide Capture 
and Storage/CCUS: Carbon dioxide Capture, Utilization 
and Storage）、直接空気回収（DAC:Direct Air Capture）な
どの技術で相殺されます。
　今、社会全体で排出量と削減・吸収量のバランスを取
り、2050 年までに実質ゼロを目指す長期目標が日本を含
む世界 120 以上の国と地域で進められています。

　ちなみに、「カーボンオフセット」と
いう言葉もありますが、こちらは、企
業が排出削減のための努力をしても削
減 が 難 し い CO2 排 出 量 を、他 者 の
CO2 削減活動に投資して相殺し、実質
ゼロにするという意味です。 森林部門
でも取り組みが進んでいるＪクレジッ
ト制度はこれに該当します。

オフセット・技術活用

電力部門
火力から再生可能エネルギー（太陽光、風力、水力、地熱）への切替でCO2排出削減。

産業・製造
製鉄・化学・建材などの工場を電化、燃料転換（アンモニア・水素利用）、省エネ設備導入。

森林・農林水産業
植林、森林管理によるCO2吸収、スマート農業でのメタン削減、バイオマス活用。

交通・運輸
電気自動車（EV）、燃料電池車（FCV）、バイオ燃料の導入、公共交通・カーシェアリングの
促進。

CCS/CCUS や DAC による CO2 回収と貯留、カーボンリサイクルで燃料やプラスチックへ
再利用。

日本での具体的な取り組み
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　２月３日（火）～６日（金）の期間、各地区で地区座談会が開催されました。小松組合長の挨拶に続き、参事・各課

長が今年度の組合経営状況と、各部門の事業進捗状況等を報告しました。座談会では組合員の皆様から多数のご質問

をいただきましたので、各地区での会の様子も添えていくつかご紹介いたします。

矢
島
・
由
利
・
鳥
海
地
区

【
２
月
３
日
・
矢
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
日
新
館
」】

Ｑ
、Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
に
つ
い

て
知
り
た
い
。

Ａ
、
森
林
経
営
計
画
団
地
の
中
で
過
去

に
整
備
し
た
山
林
・
今
後
整
備
す

る
山
林
が
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
様
々
な
条
件

に
よ
る
問
題
点
が
あ
り
、
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ
、
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
工
事

の
進
捗
状
況
が
知
り
た
い
。
ま
た
、

災
害
の
影
響
で
林
道
の
通
行
が
で

き
ず
更
新
伐
等
の
事
業
が
遅
れ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
復
旧

の
推
進
を
促
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
、
復
旧
工
事
を
市
に
発
注
依
頼
を
し

て
い
ま
す
が
地
域
に
よ
っ
て
進
行

状
況
に
差
が
あ
り
ま
す
。
更
新
伐

に
つ
い
て
も
、
国
や
県
に
要
望
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

岩
城
・
大
内
地
区

【
２
月
４
日
・
岩
城
総
合
支
所
亀
田
出
張
所
】

Ｑ
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
、
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
の
情
報
を
耳
に
し
た
が
、

流
通
の
現
状
と
補
助
金
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
、
一
般
の
流
通
は
令
和
８
年
度
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
林
へ
の
転
換

を
進
め
る
市
町
村
の
林
業
事
業
体

を
支
援
す
る
国
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
対
象
と
な
る
重
点
区

域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は

秋
田
市
の
み
で
、
由
利
本
荘
市
は

対
象
外
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
山
火
事
被
害
を
受
け
た
立
木
は
商

品
と
し
て
の
利
用
価
値
は
あ
る
か
。

Ａ
、
側
部
の
炭
化
し
た
部
分
は
利
用
で

き
な
い
た
め
、
中
心
部
を
チ
ッ
プ

と
し
て
販
売
で
き
な
い
か
模
索
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
結
論

は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

仁
賀
保
地
区

【
２
月
５
日
・
仁
賀
保
公
民
館
「
む
ら
す
ぎ
荘
」】

Ｑ
、 

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
山
主
に
還

元
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
個
人
で

取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
。

Ａ
、
販
売
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
収
益
は

地
域
の
森
林
整
備
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

制
度
は
森
林
経
営
計
画
の
認
定
を

受
け
た
団
地
が
対
象
と
な
る
た
め
、

自
治
体
や
企
業
以
外
の
森
林
所
有

者
個
人
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
ス
ギ
よ
り
も
カ
ラ
マ
ツ
の
方
が
利

益
が
出
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
実
際
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

雑
木
や
薪
の
需
要
は
ど
う
か
。

Ａ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
方
が
単
価
が
高
い
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
受
入
制
限
が

あ
り
、
ス
ギ
の
方
が
売
買
し
や
す

い
た
め
、
取
引
は
ス
ギ
が
メ
イ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。
薪
の
需
要
は

か
な
り
多
い
の
で
す
が
、
薪
伐
採

の
作
業
員
不
足
や
ナ
ラ
枯
れ
の
影

響
で
す
べ
て
の
需
要
に
応
え
る
の

が
難
し
い
状
況
で
す
。

本
荘
・
東
由
利
地
区

【
２
月
６
日
・
由
利
本
荘
市
「
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
」】

Ｑ
、
近
年
は
ク
マ
被
害
だ
け
で
な
く
、

田
畑
が
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
も
遭
っ

て
い
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
防
止
・
対
策
は
で
き
な
い

の
か
。

Ａ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
森
林
整
備
に

直
接
的
ま
た
は
内
接
的
に
関
係
す

る
施
策
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
す

が
、
イ
ノ
シ
シ
は
農
作
物
に
被
害

を
与
え
て
い
る
獣
類
な
の
で
、
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
間
伐
の
補
助
金
が
高
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

48
万
円
も
補
助
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
間
伐
の
補
助
金
は
搬
出
材
積
や
環

境
条
件
な
ど
で
変
動
す
る
た
め
、

一
律
の
金
額
と
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

令和７年度　地区座談会　開催令和７年度　地区座談会　開催 第31回 造林コンクール表彰授与式及び林業講演会
　
２
月
13
日
（
金
）、
第
31
回
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
授
与

式
及
び
林
業
講
演
会
が
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
３
部
門
７
点
が
入
賞
し
、
由

利
地
域
振
興
局
長
、
由
利
森
林
管
理
署
長
、
秋
田
県
森
林

組
合
連
合
会
長
、
本
荘
由
利
森
林
組
合
長
か
ら
各
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
業
講
演
会
で
は
、
秋
田
県
農
林
水
産
部
森
林
資
源
造

成
課
調
整
・
森
林
資
源
計
画
チ
ー
ム
副
主
幹
兼
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
畠
山
恵
氏
よ
り
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
と
題
し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審査結果 ※受賞林分の写真は最終ページに掲載しています。

◆ 最優秀賞（由利地域振興局長賞）

　 収穫間伐の部　九十九人持山代表　村上 与一 氏（矢島地区）

◆ 優秀賞（由利森林管理署長賞）

　 収穫間伐の部　大須郷自治会長　須藤　恒 氏（仁賀保地区）

◆ 優良賞（県森連会長賞）

　 収穫間伐の部　小野 克子 氏（東由利地区）

◆ 入賞（森林組合長賞）

　 収穫間伐の部　丸山　　眞 氏（岩城地区）

　 保育間伐の部　篠田　秀夫 氏（本荘地区）

　 枝 打 ち の 部　畠山　清昭 氏（大内地区）

　 枝 打 ち の 部　栗田　美草子 氏（鳥海地区）
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　２月３日（火）～６日（金）の期間、各地区で地区座談会が開催されました。小松組合長の挨拶に続き、参事・各課

長が今年度の組合経営状況と、各部門の事業進捗状況等を報告しました。座談会では組合員の皆様から多数のご質問

をいただきましたので、各地区での会の様子も添えていくつかご紹介いたします。

矢
島
・
由
利
・
鳥
海
地
区

【
２
月
３
日
・
矢
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
「
日
新
館
」】

Ｑ
、Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
に
つ
い

て
知
り
た
い
。

Ａ
、
森
林
経
営
計
画
団
地
の
中
で
過
去

に
整
備
し
た
山
林
・
今
後
整
備
す

る
山
林
が
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
た
だ
様
々
な
条
件

に
よ
る
問
題
点
が
あ
り
、
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

Ｑ
、
一
昨
年
の
豪
雨
災
害
の
復
旧
工
事

の
進
捗
状
況
が
知
り
た
い
。
ま
た
、

災
害
の
影
響
で
林
道
の
通
行
が
で

き
ず
更
新
伐
等
の
事
業
が
遅
れ
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
復
旧

の
推
進
を
促
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
、
復
旧
工
事
を
市
に
発
注
依
頼
を
し

て
い
ま
す
が
地
域
に
よ
っ
て
進
行

状
況
に
差
が
あ
り
ま
す
。
更
新
伐

に
つ
い
て
も
、
国
や
県
に
要
望
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

岩
城
・
大
内
地
区

【
２
月
４
日
・
岩
城
総
合
支
所
亀
田
出
張
所
】

Ｑ
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
、
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
の
情
報
を
耳
に
し
た
が
、

流
通
の
現
状
と
補
助
金
に
つ
い
て

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
、
一
般
の
流
通
は
令
和
８
年
度
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
林
へ
の
転
換

を
進
め
る
市
町
村
の
林
業
事
業
体

を
支
援
す
る
国
の
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
対
象
と
な
る
重
点
区

域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は

秋
田
市
の
み
で
、
由
利
本
荘
市
は

対
象
外
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
山
火
事
被
害
を
受
け
た
立
木
は
商

品
と
し
て
の
利
用
価
値
は
あ
る
か
。

Ａ
、
側
部
の
炭
化
し
た
部
分
は
利
用
で

き
な
い
た
め
、
中
心
部
を
チ
ッ
プ

と
し
て
販
売
で
き
な
い
か
模
索
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
結
論

は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

仁
賀
保
地
区

【
２
月
５
日
・
仁
賀
保
公
民
館
「
む
ら
す
ぎ
荘
」】

Ｑ
、 

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
山
主
に
還

元
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
個
人
で

取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
。

Ａ
、
販
売
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
収
益
は

地
域
の
森
林
整
備
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

制
度
は
森
林
経
営
計
画
の
認
定
を

受
け
た
団
地
が
対
象
と
な
る
た
め
、

自
治
体
や
企
業
以
外
の
森
林
所
有

者
個
人
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
ス
ギ
よ
り
も
カ
ラ
マ
ツ
の
方
が
利

益
が
出
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
実
際
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

雑
木
や
薪
の
需
要
は
ど
う
か
。

Ａ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
方
が
単
価
が
高
い
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
受
入
制
限
が

あ
り
、
ス
ギ
の
方
が
売
買
し
や
す

い
た
め
、
取
引
は
ス
ギ
が
メ
イ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。
薪
の
需
要
は

か
な
り
多
い
の
で
す
が
、
薪
伐
採

の
作
業
員
不
足
や
ナ
ラ
枯
れ
の
影

響
で
す
べ
て
の
需
要
に
応
え
る
の

が
難
し
い
状
況
で
す
。

本
荘
・
東
由
利
地
区

【
２
月
６
日
・
由
利
本
荘
市
「
市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
」】

Ｑ
、
近
年
は
ク
マ
被
害
だ
け
で
な
く
、

田
畑
が
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
も
遭
っ

て
い
る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
て
防
止
・
対
策
は
で
き
な
い

の
か
。

Ａ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
森
林
整
備
に

直
接
的
ま
た
は
内
接
的
に
関
係
す

る
施
策
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
す

が
、
イ
ノ
シ
シ
は
農
作
物
に
被
害

を
与
え
て
い
る
獣
類
な
の
で
、
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
間
伐
の
補
助
金
が
高
い
よ
う
に
感

じ
る
が
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

48
万
円
も
補
助
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
間
伐
の
補
助
金
は
搬
出
材
積
や
環

境
条
件
な
ど
で
変
動
す
る
た
め
、

一
律
の
金
額
と
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

令和７年度　地区座談会　開催令和７年度　地区座談会　開催 第31回 造林コンクール表彰授与式及び林業講演会
　
２
月
13
日
（
金
）、
第
31
回
造
林
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
授
与

式
及
び
林
業
講
演
会
が
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
３
部
門
７
点
が
入
賞
し
、
由

利
地
域
振
興
局
長
、
由
利
森
林
管
理
署
長
、
秋
田
県
森
林

組
合
連
合
会
長
、
本
荘
由
利
森
林
組
合
長
か
ら
各
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
業
講
演
会
で
は
、
秋
田
県
農
林
水
産
部
森
林
資
源
造

成
課
調
整
・
森
林
資
源
計
画
チ
ー
ム
副
主
幹
兼
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
の
畠
山
恵
氏
よ
り
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る

持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
と
題
し
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審査結果 ※受賞林分の写真は最終ページに掲載しています。

◆ 最優秀賞（由利地域振興局長賞）

　 収穫間伐の部　九十九人持山代表　村上 与一 氏（矢島地区）

◆ 優秀賞（由利森林管理署長賞）

　 収穫間伐の部　大須郷自治会長　須藤　恒 氏（仁賀保地区）

◆ 優良賞（県森連会長賞）

　 収穫間伐の部　小野 克子 氏（東由利地区）

◆ 入賞（森林組合長賞）

　 収穫間伐の部　丸山　　眞 氏（岩城地区）

　 保育間伐の部　篠田　秀夫 氏（本荘地区）

　 枝 打 ち の 部　畠山　清昭 氏（大内地区）

　 枝 打 ち の 部　栗田　美草子 氏（鳥海地区）
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情 報 コ ー ナ ー

　令和８年３月３０日（月）任期満了による本組合役員選挙が執行され、理事２０名、監事３名が決定

しました。

　今回の選挙では、理事第１区が４名の定数に対し６名の立候補、理事第３区が２名の定数に対し３名

の立候補となり３月１０日（火）に投票を行いました。

　それ以外の選挙区の理事及び監事は無投票による当選となっております。任期は３月３１日（火）か

ら３年間となります。新役員は下記の通りです。

本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！
本荘由利森林組合役員選挙執行

２３名の役員が決定！

○理事当選者（届出順）

［第２選挙区（西目・仁賀保地区）］（定数３名）

１．齋藤惣一郎（再任）にかほ市象潟町横岡

２．鈴木　敏規（再任）にかほ市樋目野

３．佐藤　　勉（再任）にかほ市小国

［第４選挙区（岩城地区）］（定数２名）

１．今野　真人（新任） 秋田市山王

２．伊藤　修二（再任） 由利本荘市岩城滝俣

［第５選挙区（由利地区）］（定数２名）

１．熊谷　典夫（再任）由利本荘市東鮎川

２．佐々木法夫（再任）由利本荘市五十土

［第６選挙区（鳥海地区）］（定数２名）

１．佐藤　　衛（再任）由利本荘市鳥海町栗沢

２．鈴木　　充（再任）由利本荘市鳥海町上笹子

［第７選挙区（東由利地区）］（定数２名）

１．浅田　照信（再任）由利本荘市東由利宿

２．小松　佳和（再任）由利本荘市東由利田代

［第８選挙区（大内地区）］（定数３名）

１．小笠原俊彦（再任）由利本荘市大倉沢

２．小松　幸夫（再任）由利本荘市小栗山

３．武田　清光（再任）由利本荘市中帳

○監事当選者（届出順）

［全地区］（定数：３名）

１．佐藤　憲一（再任）由利本荘市矢島町七日町

２．谷野　茂樹（新任）由利本荘市西目町西目

３．村上佐左衛門（再任）由利本荘市鳥海町才ノ神

○理事当選者（得票順）

［第１選挙区（本荘地区）］（定数４名）

当選　99票　田口　　基（再任）由利本荘市赤田
当選　40票　板垣　正昭（再任）由利本荘市一番堰
当選　33票　三浦　　功（再任）由利本荘市川口
当選　20票　小松　義博（新任）由利本荘市裏尾崎町

次点　15票　合同会社秋田林業　猪股　奨大
由利本荘市内越

次点　11票　佐藤　健一　由利本荘市薬師堂

・総選挙有権者数…1,028人
・得票総数…219票
・無効投票…1票
・投票率…21.3％

［第３選挙区（矢島地区）］（定数２名）

当選　175.9票　佐藤　俊二（新任）
由利本荘市矢島町立石

当選　  19.1票　佐藤　勝榮（再任）
由利本荘市矢島町田中町

次点　    13票　小番　　勲
由利本荘市矢島町立石

・総選挙有権者数…463人
・得票総数…209票
・無効投票…1票
・投票率…45.1％

※立候補者が定数を超えず、無投票で決定した

　当選者は以下の通りです。

※立候補者が定数を超えたため、投票により決定した

当選者は以下の通りです。

脱炭素社会への第一歩「カーボンニュートラル」とは

　カーボンニュートラルとは、地球温暖化の原因になっ
ているあらゆる温室効果ガス（二酸化炭素が最も多く、
他に一酸化二窒素、メタンやフロンガスなどの物質も含
まれます）の排出量と、削減・吸収量を均衡させ、実質
的な排出量をゼロにすることです。具体的には、

排出量ー（削減量＋吸収量）＝０
という考え方です。
　化石燃料燃焼などで避けられない排出分は、植林や森
林管理、CO2 回収・貯留（CCS:Carbon dioxide Capture 
and Storage/CCUS: Carbon dioxide Capture, Utilization 
and Storage）、直接空気回収（DAC:Direct Air Capture）な
どの技術で相殺されます。
　今、社会全体で排出量と削減・吸収量のバランスを取
り、2050 年までに実質ゼロを目指す長期目標が日本を含
む世界 120 以上の国と地域で進められています。

　ちなみに、「カーボンオフセット」と
いう言葉もありますが、こちらは、企
業が排出削減のための努力をしても削
減 が 難 し い CO2 排 出 量 を、他 者 の
CO2 削減活動に投資して相殺し、実質
ゼロにするという意味です。 森林部門
でも取り組みが進んでいるＪクレジッ
ト制度はこれに該当します。

オフセット・技術活用

電力部門
火力から再生可能エネルギー（太陽光、風力、水力、地熱）への切替でCO2排出削減。

産業・製造
製鉄・化学・建材などの工場を電化、燃料転換（アンモニア・水素利用）、省エネ設備導入。

森林・農林水産業
植林、森林管理によるCO2吸収、スマート農業でのメタン削減、バイオマス活用。

交通・運輸
電気自動車（EV）、燃料電池車（FCV）、バイオ燃料の導入、公共交通・カーシェアリングの
促進。

CCS/CCUS や DAC による CO2 回収と貯留、カーボンリサイクルで燃料やプラスチックへ
再利用。

日本での具体的な取り組み
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１０２０̶１木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ 製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

森林組合だより森林組合だより森林組合だより

HP  h t tp : / /www.honmor i . com/　メール  honmor i @ t rad . ocn . ne . j p

本荘由利森林組合
由利本荘市水林３８１

ＦＡＸ０１８４̶ ̶２４４１４３ＴＥＬ０１８４̶ ̶２４４１４１㈹

第 158 号

令和８年３月３１日

発　行

役員選挙理事第１区投票の様子役員選挙理事第１区投票の様子

森
林
組
合
だ
よ
り

　令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
発
行

　印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

（令和８年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段 ㎥ 当 り 価 格

樹　種

ス

　
　ギ

1月8日 2月3日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月3日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス

　
　ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：県内外の業者の参加によって全量落札。価格も16～22cm、24～34cmともに15,800円/㎥と前回と変わらず強含みの
　　　展開となった。新年に入っても、原木不足の状況は変わらず続きそう。
２月：県外勢を含む常連組の参加となった。価格は、全径級で弱含みとなり16～22cmで15,000円/㎥、24～34cmで14,000円/㎥
　　　前後での取引となった。
３月：県外勢を含む常連組の参加で、全量落札となった。引き合いはあるものの、価格は弱含みとなっている。16～22cm
　　　で13,400/㎥、24～28cmで14,000円/㎥前後で大型工場が量をまとめた。

(4, 388)
15, 798 

(4, 392)
15, 813 

(4, 333)
15, 601 

(4, 139)
14, 902 

(4, 351)
15, 666 

(4, 284)
15, 423 

(4, 166)
14, 999 

(4, 111)
14, 801 

(3, 750)
13, 502 

(4, 112)
14, 804 

(4, 142)
14, 913 

(2, 721)
9, 797 

(2, 721)
9, 797 

(2, 721)
9, 797 

(3, 991)
14, 371 

(3, 834)
13, 803 

(3, 920)
14, 115 

(3, 500)
12, 600 

(3, 695)
13, 302 

(3, 768)
13, 567 

(3, 742)
13, 472 

1,023㎥(3,682石)・1,023㎥(3,682石)・100% 590㎥(2,124石)・590㎥(2,124石)・100% 543㎥(1,954石)・543㎥(1,954石)・100%

第３１回 造林コンクール受賞林分第３１回 造林コンクール受賞林分

最優秀賞 収穫間伐の部
九十九人持山代表

村上 与一 氏

優秀賞 収穫間伐の部
大須郷自治会長

須藤 恒 氏

優良賞 収穫間伐の部
小野 克子 氏

入賞 収穫間伐の部
丸山 眞 氏

入賞 保育間伐の部
篠田 秀夫 氏

入賞 枝打ちの部
畠山 清昭 氏

入賞 枝打ちの部
栗田 美草子 氏


